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地方クラブチームの経営面から見た環境分析 

-高知ファイティングドッグスを対象として- 
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高知工科大学マネジメント学部 

 

 

１． 概要 

 現在プロ野球独立リーグができてから１１年を過ぎたが，

まだどのチームも経営的に安定して成功しているとはいえな

い状況にある．本研究では成功事例のあるクラブチームと高

知ファイティングドッグス（以降高知ＦＤ）のそれぞれの於

かれている環境を比較し，高知ＦＤの経営的可能性を提示し

ていく． 

 

２． 背景 

２００５年に日本で初めてのプロ野球独立リーグとして四

国に誕生した四国アイランドリーグ plusは四国の４県それ

ぞれにチームを作り，本格的に野球をする場所を失った若者

にチャレンジの場を提供し，もう一度 NPB（Nippon 

Professional Baseball Organization,日本野球機構）への挑

戦をできる場所を誕生させた．高知ＦＤはこの四国アイラン

ドリーグに所属している高知で唯一のプロスポーツチームで

ある．NPBでもトップ選手として活躍している千葉ロッテマ

リーンズの角中選手も高知ＦＤで野球をした経験がある．し

かし，リーグが発足して今年で１２年目になるがまだ経営的

に成功しているという事例はない．                                                                                                                                                                                            

これまでに四国アイランドリーグや高知ＦＤの経営につい

ての先行研究としては, 海地[１], 武藤泰明等[２], 大阪体

育大学冨山ゼミ２[３], 高林喜久生ゼミ[４]等がある. 

これらの論文は，経営難を脱却するためには経営の方法を

工夫すればうまくいくという，経営的アプローチの観点から

論じられていた．しかし，本論ではその立場をとらず，高知

という環境でプロスポーツチームを経営していくこと自体が

難しいから経営難になっているのではないか，また高知とい

う環境が市場規模として妥当なのかという立場に立つ．その

ため,成功事例のあるクラブチームと高知ＦＤの於かれてい

る環境を比較し,これからの高知ＦＤの経営的可能性(市場規

模＝観客の顕在化率，詳細は後述)を検討していく． 

 

３．目的 

 本研究では，成功事例のクラブチームと高知ＦＤの於かれ

ている環境を比較し，高知ＦＤの経営的可能性を分析するこ

とを目的とする． 

 

４．研究方法 

 本研究を行うに当たって，まずは文献調査を行いクラブチ

ームの成功事例を見つける．その結果参考文献，海地［１］,

豊田［７］,宇野 [８],榎等 [９],山田 [１０]よりアルビレ

ックス新潟を成功事例とする．そのアルビレックス新潟と高

知ＦＤとの比較検討を行う．そしてその成功事例と比較検討

を行う．比較検討するに当たっては，先行研究ではそのよう

な分析を行っていなかったため，本研究では独自のフレーム

ワークを構築する． 

 

５．本研究のフレームワーク 
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表１高知市と新潟市の人口構成 まずは，人口の多寡が観客数に大きく影響すると考えられ

る．次に，試合を観戦するためには球場までの交通費，入場

に必要なチケットの購入，球場内での飲食代などある程度の

金額がかかる．そのため所得と可処分所得を見て比較する．

更に，競技自体がその地域に受け入れられていれば観客にな

りやすいと考えられる．そこで，競技の浸透性として，競技

の受け入れ度合を競技者数とチーム数を見て判断する．以上

のような比較検討をするに当たって，観客の年齢層を軸に据

える（図１）． 

 

６．比較検討結果 

アルビレックス新潟は新潟市をホームタウンとしたＪリー

グに加盟しているプロサッカークラブである．スポーツ不毛

の地と言われた新潟で地域密着型クラブとして県民から愛さ

れるチームになっている．チームができてからしばらくは認

知度もなく，観客は少なかった．しかし，試合の無料招待券

を配るなどして当初４０００人/試合ほどだった観客を 4年

間で約３万２０００人/試合まで伸ばすことに成功している

［１１］． 

上述のフレームワークに従い，高知ＦＤとアルビレックス

新潟の観客の年齢層を見ると，どちらも４０代～５０代の観

客が多くなっている(図２)，［１２］，（図３)，［１３］．よっ

て，以降の比較検討には４０代～５０代を軸に据える．  

 

 

 

 

まず初めにそれぞれのチームのホームタウンの人口を比較

していくと，人口規模は新潟市が圧倒的に多い(表１)．しか

し人口密度，各年齢の全人口に対する割合はほぼ同じといえ

る．どちらも４０～５９歳までの人口が一番多い．これは高

知ＦＤとアルビレックス新潟の一番多い観客の年齢と同じに

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３アルビレックス新潟観客構成 図２高知ＦＤ観客構成 
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表２高知市と新潟市の所得、可処分所得 
 

 

次に所得を見ていくと世帯主の年齢は高知市が８歳ほど高

くなっている（表２）．有業人数は高知市の方が少し少なくな

っている．有業人数とは一世帯あたりの働いている人数をさ

す．所得を比較すると、高知市が１０万円ほど高くなってい

る．可処分所得においてはほとんど変わりなく同じといえる． 

それぞれ高知県の軟式野球の競技人口とチーム数を新潟県

のサッカーの競技人口とチーム数で比較する．まず高知県の

軟式野球連盟に登録している競技者数を高知の野球競技人口

とする．野球には軟式と硬式があるが硬式野球の競技人口は

軟式野球の競技人口の１６％ほどなので本研究では軟式野球

の競技人口を使用する．次に，サッカーの競技人口は，日本

サッカー協会に登録している人口をサッカー競技人口とする．

この競技人口とチーム数を比較していく上で，本研究では観

客のメインである４０～５０代で比較をしていくため，中学

生以下の競技者とチーム数は対象外とする．まず競技人口を

比較していくと，高知県の１５歳～６４歳までの軟式野球競

技人口は高知県の１５歳～６４歳までの男性人口に対して約

２．２０％（表３）となっている．そして新潟県の１５歳～

６４歳までのサッカー競技人口は新潟県の１５歳～６４歳ま

での男性人口に対して約０．８４％となっている．高知県の

軟式野球の競技人口とチーム数は，参考文献 ［１４］からデ

ータを引用している．新潟県のサッカー競技人口及びチーム

数は全体のデータしか無く新潟県の年齢別でのデータがなか

ったため，独自に算出している．その算出方法は以下に示す

通りである． 

 

 

 

 

１５歳～６４歳までの新潟男性人口に対する新潟県の１５歳

以上の男性競技者の割合  

＝新潟の１５歳以上の男性競技者数  

÷ 新潟県の１５歳～６４歳までの男性人口  （１） 

上記の計算式から１５歳～６４歳までの男性人口に対する

割合が算出される． 

新潟の１５歳以上の男性競技者数  

＝ 新潟のサッカー競技者数  

× 全体に対しての１５歳以上の男性競技者の割合 （２） 

全体に対しての１５歳以上の男性競技者の割合  

＝ 全国の１５歳以上の男性競技者数  

÷ 全国のサッカー競技者          （３） 

全国の１５歳以上の男性競技者数  

＝ 全国の第１種競技者（表５）  

＋ 第２種競技者 ＋ シニア            （４） 

次に新潟県のサッカーチームの全チーム数に対する１５歳

以上で構成されたチームの割合を以下の計算式で算出する． 

新潟県の全チーム数に対しての割合 

＝新潟の１５歳以上の男性で構成されたチーム数  

÷ 新潟県の全チーム数                    （５） 

新潟の１５歳以上の男性で構成されたチーム数 

＝ 新潟のサッカーチーム数  

× 全体に対しての１５歳以上の男性で構成さ

れたチームの割合                    （６） 

全体に対しての１５歳以上の男性で構成されたチームの割合

＝ 全国の１５歳以上の男性で構成されたチーム数 

   ÷ 全国のサッカーチーム数          （７） 

全国の１５歳以上の男性で構成されたチーム 

＝全国の第１種チーム数（表６） ＋ 第２種チーム数  

＋ シニアのチーム数           （８） 

 

表３高知市と新潟市の競技人口割合 
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上述の計算式で使われている第１種競技者，第２種競技者，

シニア，第１種チーム数，第２種チーム数，シニアのチーム

数の分類は，第１種とは年齢を制限しない選手により構成さ

れるチーム，第２種とは，１８歳未満の選手により構成され

るチーム．ただし，高等学校在学中の選手には，この年齢制

限を適用しない．シニアとは，40歳以上の選手により構成さ

れるチ－ムである［１５］． 

競技人口の割合では高知県が大きく上回っている（表３）．

次にチーム数を比較していく．新潟県の１５歳以上で構成さ

れたサッカーチーム数は約１９２チームで全世代のチーム数

５０６チームの約３８％となっている（表４）．それに比べて

高知県の１５歳以上で構成された軟式野球チーム数は，２１

４チームで全世代のチーム数３６３チームの約５９％と競技

人口とともに新潟県を大きく上回る数になっている．この競

技人口とチーム数を比較した結果を見てみると成功事例であ

る新潟県より高知県のほうが競技に対する浸透性は高いとい

える． 

以上のことをまとめると，（表７）に示す通りである．主た

る観客の人口規模は劣るが，その他の指標は高知が凌駕して

いる．この点を積極的に評価すると，観客顕在化率はアルビ

レックス新潟と同様に適用できると考えられる．但し，アル

ビレックス新潟と同様なマネジメント努力をすることが前提

となる．ここで言う観客顕在化率とは以下の通りである． 

観客顕在化率  

＝ １試合平均観客数 ÷ 全市民           （９） 

この観客顕在化率を用いて高知ＦＤの経営の将来性を以下

に試算する． 

アルビレックス新潟の観客顕在化率 

  ＝1試合平均観客数 ÷ 新潟市の総人口     （１０） 

３２，０００ ÷ ８１０，０００＝０．３９５ 

 

 高知ＦＤの理想の観客数 

＝ 高知市の人口 × ｛新潟市の観客顕在化率  

×（高知市営球場駐車場数  

÷ 球場収容人数）｝             （１1） 

３４０，０００×｛０．０３９５ 

×（８００÷６０００）｝  

＝ １，７８６ （人） 

表４高知県と新潟県のチーム数 

表７総合評価 

表５全国のサッカー選手登録数 

表６全国のサッカーチーム登録数 
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地方都市のため，試合会場までの主たる交通手段は自家用車

とするものと考えられるため，駐車場数と球場の収容人数を

考慮して算出した． 

そうすると高知ＦＤの理想の観客数は１，７８６人となる．

２０１５年の高知ＦＤの１試合平均観客数は約５２０人だっ

たので今より３倍強の集客が見込める． 

 次に高知ＦＤの観客が１２００人増えた場合のチケットの

売り上げを計算していく．高知ＦＤの観客の試算前提として，

（図２）の観客構成より，大人９割，小中学生１割とする．

チケットの値段は大人１，０００円，小中学生５００円であ

る． 

大人 １，２００×０．９＝１，０８０ 人  

小中学生 １，２００－１，０８０＝１２０人 

チケット売り上げ 

１，０８０，０００ + ６０，０００  

＝１，１４０，０００円 

チケットの利益率を２０％だとすると１試合当たりのチケ

ットの利益は 

１１４万円×０．２０＝２２．８万円        

２０１５年に高知ＦＤが高知市営球場で行った試合は２３

試合，この２３試合に１試合あたりのチケット利益をかけあ

わせると， 

２２．８万円 × ２３試合 ＝ ５２４．４万円  

２０１５年の高知ＦＤの経常利益は１０００万円だった．

観客が１２００人増えることで２０１５年の経常利益の半分

をチケット利益で伸ばすことができる． 

 

７．結論  

 先行研究では本研究のようなクラブチームの経営的可能

性に言及していない．そこで，本研究で初めて経営的可能性

を分析するためのフレームワークを提案し，それに基づき，

高知ＦＤの経営的可能性を分析した．一方，今後の課題とし

ては， 本研究の結果を高知ＦＤの方にレビューしてもらう

事と，観客とする顕在化の方法を明らかにすることである． 
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